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新
駅
舎
は
こ
う
変
わ
っ
た
！

Ｊ
Ｒ
春
日
駅

2

2003.  3.  1 市報かすが

1

2

3

4

5

6

7

2

7

建
て
替
え
て
い
た
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
の
新
駅
舎
が
ま
も
な
く
完
成
し
、
３
月
15
日
か
ら
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

新
駅
舎
は
、
線
路
を
ま
た
い
で
建
て
ら
れ
た
橋
上

き
ょ
う
じ
ょ
う

駅
舎
で
、
駅
の
東
西
両
方
向
か
ら
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
完
成
し
た
隣
の
千
歳

ち

と

せ

大
橋(

立
体
交
差
道
路)

上
の
バ
ス

停
か
ら
直
接
、「
自
由
通
路
」
を
通
っ
て
駅
舎
に
入
る
こ
と
も
で
き
、
大
変
使
い
勝
手
の
よ
い
駅

舎
と
な
っ
て
お
目
見
え
し
ま
す
。

今
回
は
、
利
用
開
始
に
先
立
っ
て
、
新
駅
舎
の
施
設
と
利
用
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
の
仮
駅
舎
か
ら
新
駅
舎
に
業

務
が
移
る
こ
と
に
伴
い
、
駅
ま
で
の

利
用
交
通
機
関
に
よ
っ
て
は
利
用
方

法
が
変
わ
り
ま
す
。

バ
ス
利
用
者

新
し
い
「
橋
上
バ
ス
停
」
か
ら
そ

の
ま
ま
、
駅
舎
に
入
れ
る
こ
と
で
、

乗
り
継
ぎ
が
と
て
も
便
利
に
な
り
ま

す
。た

だ
し
、
光
町
方
面
か
ら
の
バ
ス

利
用
者
は
、
バ
ス
停
か
ら
直
接
、
道

路
を
横
切
っ
て
駅
舎
に
入
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
一
旦
、
階
段
か
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
階
下
に
降
り
、
道
路
の

下
を
く
ぐ
る
「
連
絡
通
路
」
を
通
っ

て
反
対
側
の
駅
舎
に
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

１

車
で
送
迎
し
て
も
ら
っ

て
い
る
人

駅
ま
で
車
で
送
り
迎
え
し
て
も
ら

っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
「
橋
上
バ
ス

停
」
で
乗
り
降
り
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
千
歳
大
橋
を

通
ら
ず
、
直
接
、
東
西
の
駅
前
に
車

を
寄
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。徒

歩
、自
転
車
、バ
イ
ク

の
人

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
、
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
駅
舎
や
「
自
由

通
路
」、「
橋
上
バ
ス
停
連
絡
通
路
」

の
階
段
に
は
、
す
べ
て
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

３ ２

平
屋
建
て
か
ら
２
階
建

て
に
替
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由

な
方
に
も
配
慮
し
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
付
き
駅
舎
と
な

り
ま
し
た
。

○
駅
舎
入
り
口
が

東
西
両
側
に

こ
れ
ま
で
と
違
い
、
春

日
原
方
面
か
ら
の
利
用
者

も
、
踏
切
を
渡
ら
ず
に
駅

舎
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

駅
へ
の
乗
り
入
れ
方
法
も
変
わ
り
ま
す
！

▲春日原側から見た新駅舎(東口)。手前の囲いは駅前広場。

※
　
各
写
真
の
番
号
は
図
面
上
の
番
号
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
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千
歳
大
橋
下
の
「
連
絡
通
路
」。
光

町
方
面
か
ら
来
た
バ
ス
を
降
り
た

客
は
、
こ
こ
を
通
っ
て
駅
舎
へ
。
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駅
周
辺
は
、
今
回
の
新
駅
舎
完

成
後
も
、
駅
前
広
場
や
「
地
下
歩

道
」
の
工
事
な
ど
が
平
成
16
年
３

月
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
も

う
し
ば
ら
く
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
公
園
街
路
課

1(

584)

１
１
１
１

5(

584)

１
１
４
３

線
路
の
下
を
く
ぐ
る
歩
行
者
用
ト

ン
ネ
ル
「
地
下
歩
道
」
が
完
成
す
る

ま
で
は
踏
切
は
残
り
ま
す
。

「
地
下
歩
道
」
の
完
成
は
、
平
成

15
年
度
末
の
予
定
で
す
。

踏
切
は
も
う
し
ば
ら
く

通
行
で
き
ま
す
！

t
踏
切
は
「
地
下
歩
道
」
が
完
成
す
る
ま

で
、
残
り
ま
す
。

▲「橋上バス停」から見る駅舎。後方はクローバープラザ、手前は
光町方面からのバス停。道路をはさんで春日原方面からのバス停。

▲２階の広々とした「自由通路」。中央が
改札口、その両端にエレベーター。

▲自由通路から見る駅舎正面の改札口。
左はトイレ。

s
工
事
続
行
中
の
「
地
下
歩
道
」。
こ

れ
が
完
成
す
る
と
踏
切
は
な
く
な

り
ま
す
。

▲光町側から見る新駅舎(西
口)。右の囲いの中では、工
事が続きます。

○
改
札
口
は
２
階

階
段
か
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
２
階
の
「
自
由

通
路
」
に
上
が
る
と
、
そ

こ
に
改
札
口
が
あ
り
ま
す
。

改
札
口
を
抜
け
る
と
、
再

び
階
段
か
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
ホ
ー
ム
に
降
り

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
隣
の
千
歳
大
橋
に

新
バ
ス
停

新
駅
舎
隣
の
千
歳
大
橋

(

立
体
交
差
道
路)

上
に
新

し
く
バ
ス
停
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
バ
ス
利
用
者
は
、

こ
の「
橋
上
バ
ス
停
」
か
ら

そ
の
ま
ま
駅
舎
に
入
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

も
止
ま
り
ま
す
。
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2003.  3.  1 市報かすが

○職員給与費の状況
（平成14年度　普通会計予算）

（注）人件費には、市長、議員などの特別職の職員に支給される給料ま
たは報酬と一般職の職員に支給される給料や諸手当のほか、共済
組合負担金、退職手当、災害補償費などが含まれています。

○人件費の状況
（平成13年度　普通会計決算）

（注） １　給与費と職員数は、当初予算の額と人数です。
２　職員手当には、退職手当と児童手当は含まれていません。
３　職員数には、再任用職員(４人)が含まれています。

○職員の平均給料・平均給与月額と平均年齢の状況　（平成14年4月１日現在）

○ 一般行政職員の初任給の状況（平成14年4月１日現在）○職員の経験年数別・学歴別平均給料月
額の状況　（平成14年４月１日現在）

区　　　　　　　分�

一般行政職�

技能労務職�

平均給料月額（基本給）� 35万8,404円�

41万2,511円�

42.4歳�

39万5,833円�

43万3,697円�

51.8歳�

33万2,052円�

公表なし�

40.4歳�

29万731円�

公表なし�

48.8歳�

36万1,940円�

44万5,435円�

41.4歳�

35万6,507円�

40万8,496円�

47.5歳�

平均給与月額（諸手当込み）�

平均年齢�

平均給料月額（基本給）�

平均給与月額（諸手当を含む）�

平均年齢�

春　日　市� 国� 福　岡　県�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

（注）１　これらの額は、平成14年地方公務員給与実態調査に基づくもので、平成14年度給与改定前の額です。
２　一般行政職とは、行政職の職員のうち税務職、看護職と保健職の職員を除いたものです。

経験年数�
10年�

経験年数�
15年�

経験年数�
20年�

28万6,000�
円�

33万4,280�
円�

40万�
円�

該当者なし�34万6,500�
円�

該当者なし�

24万2,000�
円�

該当者なし�該当者なし�

一般�
行政職�

技能�
労務職�

区　　分�

高
校
卒�

大
学
卒�

高
校
卒�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

（注）これらの額は、平成14年度給与改定前の額です。改定後(平成15年１
月以降)は、平均して2.03%減額されています。

区　　分� 春日市� 国� 福岡県�

決定初任給�

採用2年経過�
日給料月額�

決定初任給�

採用2年経過�
日給料月額�

大
　
卒�

高
　
卒�

17万4,400円�

�

19万6,300円�

�

14万6,500円�

�

16万3,800円�

�

17万4,400円�

�

18万9,000円�

�

14万1,900円�

�

15万1,800円�

�

17万8,400円�

�

19万2,800円�

�

14万4,000円�

�

15万5,000円�

�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

（2種）�

給与費総額�
30億4,438万円�
（一人当たり�
　　741万円）�
職員数411人�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

職員手当�
3億9,216万円�
（12.9%）�

住民基本台帳人口�
（平成14年3月31日現在）�

歳出総額（Ａ）�

人件費（Ｂ）�

人件費率（Ｂ/Ａ）�

10万6,490人�

290億3,617万円�

42億3,919万円�

給与�
18億485万円�
（59.3%）�

期末・勤勉手当�
8億4,737万円�
（27.8%）�

14.6%�
（12年度は15.6%）�

（注）1 経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後
の年数を、採用前に民間に勤務した経歴のある場合はそ
の期間を換算して採用後の年数に加算した年数をいいま
す。
２ これらの額は、平成14年地方公務員給与実態調査に基
づくもので、平成14年給与改定前の額です。
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表

○一般行政職の級別職員数の状況　（平成14年４月１日現在）

○昇給期間短縮の状況

○職員手当の状況　（平成15年１月１日現在）

※ 昇給期間の短縮とは、勤務
成績が特に優秀である場合
に、通常より早く昇給を行う
ことです。

合　　計�
区　　　　　分�

12年度�13年度�12年度�13年度�12年度�13年度�

465人�

22人�

4.7%

463人�

71人�

15.3%

430人�

22人�

5.1%

431人�

71人�

16.5%

35人�

0人�

0%

32人�

0人�

0%

職 員 数（Ａ）�

普通昇給期間（12～24月) を短縮�
して昇給した職員数（Ｂ）�

比率（Ｂ）／（Ａ）�

行　政　職� 技能労務職�

1級�
（主事・技師）�

2級�
（主事・技師）�

3級�
（主事・技師）�

4級�
（主任）�

5級�
（主査）�

6級�
（係長・主査）�

7級�
（課長補佐）�

8級�
（課長・保育所長）�

9級�
（部長）�

0

20

40

60

80

100

120

140
（人）�

1

0.3�
%

3.5�
%
2.1�
%

1.8�
%

0.6%

0.6%
2 2

713
6

35
47

32

86
78

82

23

32
26

94

135

97

45

32 32

47

34 34

9 10 10

12.4�
% 9.5�

%
10.4�
%

20.6�
%

8.4�
%
6.8�
%
7.7�
%

35.6�
%

28.0�
%
28.9�
%

8.4�
%

13.4�
%

14.0�
%

8.4�
%
10.1�
%
10.1�
%

2.4�
%

3.0�
%

3.0�
%

24.4�
%

25.6�
%

（各年4月1日現在）�

平成 9年�

平成13年�

平成14年�

※　%の数値は職員構成比です。�

※１　扶養親族のある職員に支給されます。
※２　借家に居住し一定額を超える家賃を支払っている職員、または持家に居住している職員に支給されます。
※３　通勤のために交通機関を利用してその運賃を負担している職員、または交通機関以外（自動車等）で通勤している職員に支給されます。
※４　調整手当とは、物価や生計費が特に高い地域に勤務することを考慮して職員に支給される手当です。
※５　本来は０％ですが、春日市内にある国の機関が６％支給されているため、「６％」と記載しています。
※６　特殊勤務手当とは、危険、不快、不健康または困難な職務に従事する職員に対して支給される手当です。

勧奨・定年�区　分� 自己都合�

退
職
手
当�

28.875月分�
44.55  月分�
62.7    月分�
62.7    月分�

21.0  月分�
33.75月分�
47.5  月分�
60.0  月分�

勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

1～2号給�20年以上勤務　1号給�退職時特別昇給�

その他の加算措置� 定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）�

13年度1人当�
たり平均支給額�

自己都合     　219万円�
定年・勧奨  2,548万円�

 6 月期�
12月期�
 3 月期�
　 計�

期
末
手
当�

勤
勉
手
当�

（
月
額
）�

扶
養
手
当�

�

（
月
額
）�

住
居
手
当�

（
月
額
）�

通
勤
手
当�

勤勉手当�

同じ�

同じ�

国は20年以上�
勤務で1号棒�

同じ�

同じ�

公表�
していない�

期末手当�

内　　　　容�区分� 国との比較�

0.6　月分�
0.55月分�

―　�
1.15月分�

1.45月分�
1.55月分�
0.50月分�
3.50月分�

借家居住者（支給限度額）�
 2万7,000円�
持家居住者 4,900円�

国においては、持家居住職員の場合は
1,000円（家を取得した日から5年を経
過するまでの間は2,500円）ですが、本
市の場合は、一律に4,900円です。�

運賃相当額�
（支給限度額5万円）�

国は、原則として通勤距離2ｋ
ｍ以上の者を対象にしていま
すが、本市は通勤距離1ｋｍ以
上の者を対象にしています。�

支　給　率�

支給対象職員数�

国の制度（支給率）�

支給対象職員１人当たりの平均支給年額（13年度）�

6％�

461人�

6％�

27万182円�

8.0%�

4万1,346円�

5種類�

調
整
手
当�

（
14
年
４
月
１
日
）�

職員全体に占める手当支給職員の割合�

支給対象職員1人当たりの平均支給年額�

手当の種類（手当数）�

特
殊
勤
務
手
当�

（
13
年
度
）�

時
間
外
勤
務
手
当�

※4

※6

※5

※2

※3

※1

代表的な手当�

支給総額�
平成12年度�

平成13年度�

平成12年度�

平成13年度�

1億1,867万円�

1億1,623万円�

26万円�

25万円�

職員１人当たり�
支給年額�

支給額の多い手当�
社会福祉業務手当　月額　5,000円�
徴収手当　　　　　月額　6,000円�
多くの職員に支給されている手当�
社会福祉業務手当15人　徴収手当9人�

配偶者1万4,000円・扶養親族2人まで
6,000円。3人以上5,000円（配偶者なし
1人目1万1,000円、扶養親族でない配偶
者がある場合の一人目6,500円）。特定期
間加算（子の被扶養者16～22歳）5,000
円。�

給給給給与与与与とととと職職職職員員員員数数数数
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給
与
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○給与水準の状況

○特別職の報酬などの状況

○ 部門別職員数の状況と主な増減理由　（各年４月１日現在）

○定員適正化計画（増員抑制計画）の進みぐあい（各年４月１日現在）

春日市の給与水準を国と比較する一つの方法として、「ラスパイレス指数」による方法があります。「ラスパイレス指数」
は、職員構成を同一にして、職種別、学歴別や経験年数別に区分した職員数と平均給料月額を用いて算出するもので、国
を100とした場合、平成14年4月1日現在の本市職員のラスパイレス指数は102.2となっています。なお、福岡県は
103.7です。

区　　　分� 報酬等月額� 期　末　手　当�

給　料�
市　　　長�
助　　　役�
収　入　役�

議　　　長�
副　議　長�
常任委員長�
議　　　員�

97万円�
80万4,000円�
73万7,000円�

59万3,000円�
51万9,000円�
48万4,000円�
47万4,000円�

（14年度支給率）�
　6月期　1.45月分�
12月期　1.55月分�
　3月期　0.50月分�
�
　　　計　3.50月分�報　酬�

※　役職などによる加算措置あり。�

部　門�

一
般
行
政
部
門�

　
会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

特別行政�
部門�

合　　　　計�

区　　分�

議 　 　 会 �

総 務 企 画 �

税 　 　 務 �

民 　 　 生 �

衛 　 　 生 �

農 林 水 産 �

商 　 　 工 �

土 　 　 木 �

小 　 　 計 �

教 　 　 育�

小 　 　 計 �

下　水　道 �

国 　 　 保 �

老 人 医 療 �

介 護 保 険 �

駐　車　場�

小 　 　 計 �

6�

94�

32�

107�

26�

2�

1�

52�

320�

101�

101�

12�

18�

1�

11�

1�

43�

464

6�

96�

30�

105�

27�

2�

3�

51�

320�

96�

96�

11�

18�

1�

11�

1�

42�

458

�

2�

－2�

－2�

1�

�

2�

－1�

�

－5�

－5�

－1�

�

�

�

�

－1�

－6

�

地域情報化の推進�

税務制度業務の縮減�

調理員の配置転換�

保健業務の推進�

�

中心市街地活性化事業の推進�

公共事業の見直し�

�

校務員の退職不補充�

�

下水事業の縮小�

職　員　数�

平成13年� 平成14年�
対前年�
増減数�

主　な　増　減　理　由�

（単位　人）�

事務量の増加、人口の増加のなか、業務の効率化やＯＡ化、民間委託などを推進して増員抑制に努めています。

区  　 　　 分� 平成11年� 平成12年� 平成13年� 平成14年�

（単位　人）�

増員抑制計画（上限）�

増　　員　　数�

職　　員　　数�

5�

－6�

466

5�

－1�

465

5�

－1�

464

5�

－6�

458

給給給給与与与与とととと職職職職員員員員数数数数

給与や職員数について分からないことがあればお尋ねください。また、詳しい資料を市役所2階情
報公開コーナーに置いていますので、自由にご覧ください。
問い合わせ先 人事法制課　1(584)1111 5(584)1145

市長や助役、収入役の給料月額と市議会議員の報酬月額は、次のとおりです。また、これらの職員には期末手当が支給
されますが、その支給率は年間3.50月分となっています。



中
学
校
給
食
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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生
徒
自
身
が
自
分
の
健
康
状
態
や
生

活
環
境
に
応
じ
て
、
家
庭
か
ら
の
弁
当

持
参
か
給
食
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
牛
乳
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
生

徒
へ
配
布
し
ま
す
。

弁
当
給
食
は
委
託
さ
れ
た
民
間
の
調

理
業
者
が
作
り
、
各
学
校
に
配
達
し
て

も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
配
膳
に
か
か
る

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、「
弁
当
箱
」

に
詰
め
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

市
の
栄
養
士
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
献
立
原
案
を
作
り
、
市
学
校
給
食
会

の
献
立
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。
将
来

は
、
生
徒
が
自
由
に
選
択
で
き
る
複
数

の
献
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

専
用
の
配
送
コ
ン
テ
ナ
で
、
温
か
い

米
飯
や
お
か
ず
は
温
い
ま
ま
、
冷
た
い

も
の
は
冷
た
い
ま
ま
提
供
し
ま
す
。

食
材
の
品
質
や
安
全
性
な
ど
を
確
保

す
る
た
め
、
市
が
給
食
用
物
資
納
品
規

格
書
を
作
り
、
そ
の
基
準
に
基
づ
い
て

7
福
岡
県
学
校
給
食
会
か
ら
購
入
し
ま

す
。
有
害
な
食
品
添
加
物
が
入
っ
た
食

品
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
子
組
替
え
食
品

な
ど
も
使
用
し
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
の
経
費
は
、
食
材
費
の
み

保
護
者
が
負
担
し
、
そ
れ
以
外
は
市
が

負
担
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
保
護
者
負
担
は
１
食

あ
た
り
２
４
０
円(

牛
乳
を
除
く)

で

す
。
支
払
方
法
は
、
口
座
振
替
に
よ
る

前
払
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

市
の
負
担
は
、
施
設
や
設
備
費
が
約

１
億
４
千
万
円
、
調
理
委
託
料
が
約
１

億
２
千
万
円
、
人
件
費
が
約
１，

５
０

０
万
円
で
す
。

牛
乳
代
は
今
ま
で
ど
お
り
校
納
金
と

し
て
集
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
務
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

市
内
の
公
共
・
公
益
施
設
を
巡
回
す

る
待
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ

い
」が
、
３
月
２
日
か
ら
走
り
始
め
ま
す
。

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
利
用
し

て
も
ら
え
る
バ
ス
を
目
指
し
て
、市
は
、

市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
導
入

の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
愛
称
と

デ
ザ
イ
ン
も
、
市
民
公
募
で
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。

バ
ス
の
運
行
は
西
鉄
バ
ス
二
日
市
1

が
行
い
、
料
金
は
１
回
の
乗
車
に
つ
き

１
０
０
円
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
経
路

(

ル
ー
ト)

と
時
刻
表
は
、
今
回
の
市
報

に
折
り
込
ん
で
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

３
月
１
日
g
午
前
10
時
か
ら
の
式
典

の
後
に
は
、
バ
ス
の
試
乗
会(

無
料)

も

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
３

５
月
12
日
BB

か
ら
待
望
の
中
学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
す
。

市
は
学
識
経
験
者
や
市
民
の
代
表
、
生
徒
、
保
護
者
の
意
見

な
ど
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
、「
選
択
制
弁
当
給
食
」
を
実
施

し
ま
す
。

△保護者説明会の様子

学学学学校校校校とととと家家家家庭庭庭庭でででで子子子子どどどどもももものののの
成成成成長長長長をををを支支支支ええええままままししししょょょょうううう

河鍋
かわなべ

好一
こういち

(春日市教育長)

いよいよ、中学校給食が始ま

ります。全国でも珍しい選択制

の給食です。家庭の事情や体の

成長に応じた栄養を親子で話し

合った上で、家庭からの弁当に

するか、給食を利用するかを、

生徒自身が主体的に判断して欲

しいと思っています。そして、

これを機に、家庭の食生活もよ

りよく変わり、成長著しい中学

生が健やかに育つことを望んで

います。

将来を担う子どもたちが、

｢食｣を大切にし、感謝の気持ち

をはぐくんでいけるように、皆

で支えていきましょう。

昨
年
５
月
に
中
学
生
、
中
学
生
の

保
護
者
、
小
学
生
の
保
護
者
に
対
し

て
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

希
望
す
る
給
食
の
方
式
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
「
弁
当
給
食
方
式
」
を
希
望

す
る
人
が
最
も
多
く
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
給
食
を
も
希
望
し

な
い
人
も
い
る
た
め
、
市
は
「
選
択

制
弁
当
給
食
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

希 望 す る 中 学 校 給 食 の 実 施 形 態

その１

選
択
制
弁
当
給
食

食
事
の
内
容

給
食
材
料
の
調
達

費
用
負
担

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
や
よ
い
」

３
月
２
日
A
、
発
進

※ JR春日駅前には３月
15日から停車します。
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４
月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
の

入
院
費
の
助
成
対
象
者
を
こ
れ
ま
で

の「
３
歳
ま
で
」
か
ら
「
就
学
前
ま

で
」
に
拡
大
し
ま
す
。
た
だ
し
、
重

度
障
害
者
医
療
費
ま
た
は
母
子
家
庭

等
医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

○
平
成
12
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
す
で
に
乳
幼
児
医
療
証
を
持

っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
場
合

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
新

し
い
乳
幼
児
医
療
証
を
３
月
中
に

郵
送
し
ま
す
。

○
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ

ん
の
場
合

お
子
さ
ん
の
入
院
で
医
療
証
が
必

要
な
人
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
３

月
上
旬
に
保
護
者
あ
て
に
申
請
書
を

郵
送
し
ま
す
。

申
請
方
法

期
間

３
月
10
日
b
〜
４
月
４
日
f

(

平
日
の
み)

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
　
　

会
場

市
役
所
２
０
７
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

▽
送
ら
れ
て
き
た
申
請
書

▽
健
康
保
険
証

※

都
合
に
よ
り
期
間
内
に
申
請
で

き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
随
時
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
新
し
い
医
療
証
は
４
月

中
旬
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
医
療

担
当

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
１

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

４
月
１
日
か
ら
入
院
費
助
成
が
変
わ
り
ま
す

市長・市議会議員選挙
県知事・県議会議員選挙

立候補予定者説明会
４月に行われる福岡県知事、県議会議員、春日市長、市

議会議員の各選挙の立候補予定者説明会を行います。

当日、立候補関係書類を渡しますので、出席者の印かん

を持って必ず参加してください。

なお、出席は２人程度で代理人でも構いません。

日時・場所

u市長・市議会議員選挙

３月15日G 午後１時30分～(約２時間)

市役所大会議室

u県知事・県議会議員選挙

３月19日D 午後１時30分～(約２時間)

市役所４０５会議室

問い合わせ先 選挙管理委員会

1(584)１１１１　5(584)１１３１

投票日は…
県知事・県議会議員選挙

４月13日AA
市 長 ・ 市 議 会 議 員 選 挙

４月27日AA

必ず、投票しよう！

お忘れなく

バイク・軽自動車の変更手続き

市外に引っ越したときは住所変更の手続きが、また、廃
棄や盗難などで車両を手放したときには廃車や名義変更の
手続きが必要です。

住所変更の手続きをしなかった場合、納税証明や通知書
が届かなくなることがあります。
廃車や名義変更の手続きをしなかった場合、いつまでも

あなたにその車両の税金がかかってきます。
※　軽自動車税は、４月１日現在の所有者にかかります。

u１２５cc以下のバイク
春日市役所または転出先の市区町村役場

u２５０cc以下のバイク、三輪・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会福岡主管事務所(福岡市東区箱崎

はこざき

ふ頭
とう

２―２―51)
1(641)０４３１　電話案内1(632)５７０１(24時間)

u２５０ccを超えるバイク
九州運輸局福岡運輸支局(福岡市東区千早

ち は や

３―10―40)
1(673)１１９２　電話案内1(673)１１８８(24時間)
※ 詳しい手続き方法などは、各機関に直接お問い合わせ
ください。

変更が生じたときにその都度手続きしなければならない
ことになっています。引っ越したり、手放したりした人で、
まだ手続きが済んでない人は、すぐに(３月末まで)手続き
しましょう。

軽自動車税の納期が、５月11日～31日までに変わりま
した。納税通知書は５月中旬に郵送します。届いたら、期
限内に納めてください。
なお、通知書の一部は納税証明書となっています。車検

のときに必要ですので、大切に保管しておいてください。
問い合わせ先 税務課市民税担当
1(584)１１１１　5(584)１１４２

どんな場合にどんな手続きが必要なの

手続きしないとどうなるの

どこで手続きするの(福岡地区の場合)

いつまでにすればいいの

納期が変更に



現
在
、
春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
持
っ
て
い
る
健
康

保
険
証(

薄
緑
色)

は
、
３
月
31
日
ま
で

し
か
使
え
ま
せ
ん
。

新
し
い
健
康
保
険
証(

桃
色)

は
、
３

月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
、

記
載
内
容
を
必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
窓

口
で
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
人

○
現
在
、
学
生
用
・
遠
隔
地
用
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
人

手
続
き
の
日
程
や
持
っ
て
く
る
も
の

な
ど
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

西
出
張
所
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

資
格
証
明
書
に
つ
い
て
も
、
３
月
31

日
ま
で
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

窓
口
で
更
新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
負
担
割
合
は
、
退
職

者
本
人
は
外
来
・
入
院
と
も
２
割
、

被
扶
養
者
は
外
来
３
割
・
入
院
２
割

で
し
た
。

し
か
し
、
健
康
保
険
法
な
ど
の
改

正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
す
べ
て
３
割

負
担
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年

金
課
国
保
担
当

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
１

龍神池自動車駐車場

駐車料金値下げ

ご
存
知
で
す
か
？

自
動
車
フ
ロ
ン
券

今
度
は
桃
色

国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

国
保
・
龍
神
池
自
動
車
駐
車
場
・
自
動
車
フ
ロ
ン
券

9

オ
ゾ
ン
層
破
壊
と
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
、
平
成
14
年
10
月
１
日
か

ら
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
用
い
ら
れ
る

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
が
、
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
車
を
廃
棄
処
分
す
る
場

合
、
所
有
者
は
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」

を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
収
処

理
に
か
か
る
費
用
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は
全
国
の

郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
２，

５
８
０
円(

１
台

分
・
バ
ス
以
外)

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
処
分
時
に
車
と
一
緒
に
そ
の

券
を
引
取
業
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
ＱＱＱＱ
ア
ン
ド
ＡＡＡＡ

車
を
下
取
り
し
て
も
ら
っ
た
り
、

友
人
に
譲
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は
必
要
で

す
か
。

下
取
り
し
て
も
ら
っ
た
車
が
、

そ
の
後
も
中
古
車
と
し
て
使
用
さ

れ
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
に
譲
っ
た
場
合
も
同
じ

で
す
。
あ
く
ま
で
廃
棄
処
分
す
る

場
合
の
み
必
要
で
す
。

事
故
で
車
の
前
部
が
大
破
し
た

の
で
廃
車
し
ま
す
。
カ
ー
エ
ア
コ

ン
も
壊
れ
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
抜
け

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は

必
要
で
す
か
。

完
全
に
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る

の
な
ら
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ

ず
か
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
必
要
で

す
。
引
き
取
り
業
者
に
調
べ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

廃
車
を
車
の
販
売
店
に
頼
ん
だ

ら
、「
フ
ロ
ン
券
は
、
う
ち
で
払

い
込
ん
で
お
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

代
金
を
請
求
さ
れ
ま
し
た
。
頼
ん

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

法
律
上
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
あ
と
で
費
用
負
担
に
つ
い

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
確
認
し
合
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
フ
ロ
ン
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

1
０
３(

５
５
３
２)

１
４
６
１

西鉄春日原駅やＪＲ春日駅にほど近く、買い物など

にも便利な龍神池自動車駐車場(春日原北町４-50-

49)の利用料金を、４月１日から引き下げます。

この改正は、消費税の内税方式を求める声や、短時

間の利用者の要望に応えたものです。

なお、お得な回数券も発売しています。気軽にご利

用ください。

問い合わせ先

道路管理課

1(584)１１１１

5(584)１２４２

ＱＱＱＱＡＡＡＡＱＱＱＱ

ＱＱＱＱＡＡＡＡ ＡＡＡＡ

健
康
保
険
証
が
桃
色
に

資
格
証
明
書
の
更
新
も

お
忘
れ
な
く

退
職
者
保
険

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
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「
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
や
団
体
の
活
動

の
様
子
を
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
発
表
終
了
後
、
春
日
市
総
合

人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
講
師
に

よ
る「
人
材
見
本
市
」
も
あ
り
ま
す
。

三
味
線
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
囲
碁
ポ

ン
抜
き
ゲ
ー
ム
、
自
転
車
の
修
理
整
備

な
ど
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
15
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

(

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー(

大
谷
６
―
24)

発
表
団
体
・
時
間

▽
大
谷
地
区
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

午
前
10
時
〜
10
時
50
分

▽
な
ん
ち
ゅ
う
カ
レ
ッ
ジ

午
前
10
時
50
分
〜
11
時
40
分

▽
人
材
バ
ン
ク
見
本
市

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１
　
5(

593)

７
３
８
０

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館（
天

体
観
測
所)

で
は
、
毎
月
星
の
観
望
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
㎝
天
体
望
遠
鏡

に
よ
る
星
空
の
散
歩
を
体
感
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

３
月
15
日
G

午
後
８
時
〜
10
時

※

天
候
次
第
で
は
場
内
の
活
動
セ
ン

タ
ー
で
星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

(

大
野
城
市
牛
頸
２
３
７
４
―

２)

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
　
１
０
０
円

定
員

20
人
程
度(

申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選)

※

中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

３
月
７
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

日
時

３
月
14
日
F

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル(

福
岡
市
中
央
区
天
神

て
ん
じ
ん

１
―
１
―
１)

演
奏
曲
目

▽
イ
ー
デ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス

▽
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
▽
組
曲

「
展
覧
会
の
絵
」
な
ど

※

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
や
楽
器
店
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

西
部
航
空
音
楽
隊
広

報
係

1(
581)
４
０
３
１
　
内
線
４
９
１
１

○
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ギ
ア
大
会

日
時

３
月
21
日
F

午
後
１
時
〜

４
時
30
分

○
ピ
ア
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

小
学
４
年
生
以
上
の
ス
キ
ー
初
心

者
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

日
時

３
月
22
日
G
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
・
午
後
１
時
〜
５
時

参
加
費

▽
小
学
生
　
２，

５
０
０
円

▽
中
学
生
　
３，

３
０
０
円

※

入
場
料
や
保
険
料
、
レ
ン
タ
ル

料
な
ど
の
す
べ
て
を
含
み
ま
す
。

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

○
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
Ｓ
Ｐ

ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時

３
月
23
日
A

午
後
１
時
〜

４
時
30
分

申
込
方
法

３
月
18
日
C
午
後
４
時
50

分
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
む

※

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
な
か
が
わ

1(

953)

３
０
３
０
　
5(

953)

３
２
９
５

健
康
と
体
力
づ
く
り
に
効
果
が
あ
る

気
功
と
太
極
拳
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

人

日
時

３
月
22
日
G

午
後
１
時
〜
５
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

３
月
20
日
E
午
後
７
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

相
良

さ

が

ら

1(

501)

１
７
１
９(

5
兼
用)

市
が
平
成
15
年
度
中
に
行
う
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
、
１
回
ず
つ
体
験
で
き

る
教
室
で
す
。

自
分
に
合
う
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
程
・
内
容

▽
４
月
18
日
F

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
教
室
体
験

▽
４
月
25
日
F

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
体
験

▽
５
月
２
日
F

初
心
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
体
験

▽
５
月
９
日
F

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ッ

ク
ス
教
室
体
験

▽
５
月
16
日
F

基
本
チ
ュ
ー
ブ
・
ダ

ン
ベ
ル
体
操
教
室
体
験

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー(

大

谷
６
―
28)

参
加
費

１，

０
０
０
円

募
集
人
員

24
人(

応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選)

申
込
方
法

４
月
11
日
F
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４
　
5(

585)

１
６
３
４

イ
ベ
ン
ト�

星
の
観
望
会

「
地
域
で
子
育
て
」
実
践
発
表
会

人
材
バ
ン
ク
見
本
市

西
部
航
空
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

う
ぐ
い
す
ま
つ
り

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

ス
ポ
ー
ツ�

ス
ポ
ー
ツ
バ
ラ
エ
テ
ィ
教
室

自
分
に
合
う
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
よ
う

太
極
拳
友
会
１
日
体
験
入
門

参
加
者
募
集
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４
月
に
開
講
す
る
教
室
で
す
。

○
か
ん
た
ん
ア
ク
ア
教
室

18
歳
以
上
の
初
心
者
を
対
象
と
し

た
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。

日
程

４
月
２
日
〜
５
月
21
日
の
毎

週
水
曜
日(

全
８
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

２，

０
０
０
円

定
員

30
人

○
小
学
生
水
泳
教
室

水
の
苦
手
な
小
学
生(

４
月
現
在)

の
た
め
の
教
室
で
す
。
学
校
の
プ
ー

ル
が
は
じ
ま
る
前
に
、
水
に
慣
れ
ま

し
ょ
う
。

日
程

４
月
４
日
〜
６
月
20
日
の
毎

週
金
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

参
加
費

３，

０
０
０
円

定
員

20
人

○
初
心
者
水
泳
教
室

18
歳
以
上
の
水
が
苦
手
な
人
や
泳

げ
な
い
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
程

４
月
17
日
〜
７
月
３
日
の
毎

週
木
曜
日(

全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

３，

０
０
０
円

定
員

20
人

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

３
月
16
日
A
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
直
接
窓
口
で
教
室
名
、
住

所
、
郵
便
番
号
、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
年
齢
、
学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
、
当
プ
ー
ル
教
室
参

加
経
験
の
有
無
を
伝
え
る

※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結

果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０
　
5(

585)

１
６
３
４

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
好
き
な
女
性

で
つ
く
る
、
楽
し
い
チ
ー
ム
で
す
。

経
験
者
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
時

▽
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

▽
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
階
競
技
場(

大
谷
６
―
28)

問
い
合
わ
せ
先

嘉
村

か

む

ら

1
090(

５
４
７
７)

４
５
４
５

日
時

３
月
23
日
A

午
前
９
時
15
分

〜(

受
付
　
午
前
９
時
〜)

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
階
競
技
場(

大
谷
６
―
28)

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
通
学

し
て
い
る
人

種
目

○
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

▽
小
学
生
男
・
女

▽
中
学
生
男
・
女

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
部
員
募
集

○
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
初
級
男
・
女

▽
一
般
Ｃ
級
男
・
女

※

一
般
初
級
は
、
高
校
生
以
上
で
経

験
年
数
３
年
以
内
の
人
で
す
。

な
お
、
３
年
以
上
で
も
主
催
者
の

承
認
を
得
れ
ば
出
場
で
き
ま
す
。

使
用
球

水
鳥
球

参
加
費(

一
人
１
種
目)

▽
一
般
　
１，

０
０
０
円

▽
高
校
生
　
８
０
０
円

▽
小
・
中
学
生
　
５
０
０
円

申
込
方
法

３
月
10
日
B(

必
着)

ま
で

に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
学
校
名
、
学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
、
出
場
種
目
を
書
い

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
崎

や
ま
さ
き

幸
子

さ

ち

こ

(

〒
816
―
０
８
７
２
桜
ヶ
丘
３

―
73
―
１
―
８
０
１)

1(

571)

７
３
０
３(

5
兼
用)

小
学
２
年
生
か
ら
中
学
生
を
対
象
に

し
た
屋
久
島
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

日
程

３
月
25
日
C
〜
30
日
A(
５
泊

６
日)

参
加
費

６
万
円(

損
害
保
険
料
込
み)

定
員

20
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

３
月
13
日
E
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

法
人

遊
び
塾
あ
り
ギ
リ
ス

1(

846)

０
８
４
６
　
5(

846)

０
４
１
５

空
き
家
の
あ
る
県
内
の
新
築
ま
た
は

既
存
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

申
込
期
間

３
月
３
日
B
〜
11
日
C

※

詳
し
く
は
、
申
込
期
間
中
、
市
厚

生
課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

西
出
張

所)

に
置
い
て
い
る
募
集
案
内
書
を

見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1(

713)

１
６
８
３
　
5(

722)

１
１
８
１

窓
口
で
年
金
に
関
す
る
相
談
を
受
け

た
り
、
年
金
給
付
裁
定
請
求
を
受
け
付

け
た
り
す
る
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

年
金
給
付
な
ど
の
実
務
経

験
が
３
年
以
上
あ
る
人

採
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
16
年
３

月
31
日(

１
年
間)

勤
務
日
数

週
５
日(

月
〜
金
曜
日)

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

賃
金

21
万
５，

４
０
０
円(

月
額)

面
接
日

３
月
18
日
C
・
19
日
D

申
込
方
法

３
月
３
日
B
〜
14
日
F
に
、

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登
録
申

込
書
」
ま
た
は
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

年
金
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
初
心
者
を
対

象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
11
日
C
・
12
日
D

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

※
　
い
ず
れ
か
１
日
の
受
講
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

(

原
町
３
―
１
―
７)

定
員

各
30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

３
月
８
日
G
に
、
電
話
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ソ
コ
ン
同

好
会
　
恒
崎

つ
ね
ざ
き

1(

691)

７
３
４
９(

5
兼
用)

温
水
プ
ー
ル

教
室
受
講
生
募
集

第
３
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か

屋
久
島
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

募
　
集�

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

年
金
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

講
　
座�

中
高
年
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
上
達
法



―
42
―
１)

申
込
期
限

３
月
14
日
F

※

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
女
学
院

大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1(

575)

２
９
９
３(

5
兼
用)

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
、
英

語
と
中
国
語
の
教
室
で
す
。

○
親
子
英
会
話

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

日
程

毎
週
木
曜
日

受
講
料(

一
人)

１
万
５，

０
０
０

円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
１(
英
検
準
２
級

程
度)

対
象

中
学
生
以
上

日
程

毎
週
木
曜
日

受
講
料

２
万
１，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
２(

英
検
２
級
程

度)対
象

中
学
生
以
上

日
程

毎
週
金
曜
日

受
講
料

２
万
１，

０
０
０
円

○
中
国
語
会
話(

初
級)

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

１
万
８，

０
０
０
円

期
間

４
月
〜
９
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

原
町
３

―
１
―
７)

定
員

各
20
人(

申
込
先
着
順)

※

受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
当
該
言
語
を
母

国
語
と
す
る
人
を
予
定

※

受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
６
か
月
分

で
す
。
た
だ
し
、
国
際
交
流
協
会
（
入

会
金
２，

０
０
０
円)

加
入
者
の
受

講
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引
き

で
す
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
む
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
辺

は

ま

べ

百
合
子

ゆ

り

こ

(

〒
816
―
０
８
４
５
白
水
ヶ
丘

２
―
１
１
２
―
１)

1(

593)
５
８
９
３(

5
兼
用)

商
店
の
経
営
者
や
後
継
者
、
商
店
会

の
若
手
リ
ー
ダ
ー
、
こ
れ
か
ら
商
売
を

始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
な
ど
商
売

に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
「
こ
れ
か

ら
の
商
人
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
程
・
内
容
・
講
師

▽
３
月
25
日
C

午
後
６
時
〜
８
時

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
つ
か
み
方
」

講
師
　
濱
田

は

ま

だ

浩
ひ
ろ
し

さ
ん(

!
日
本
経

営
開
発
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役)

▽
３
月
26
日
D

午
後
６
時
〜
８
時

「
時
代
に
対
応
し
た
経
営
戦
略
」

講
師
　
井
上

い
の
う
え

善
開

ぜ
ん
か
い

さ
ん(

九
州
情
報

大
学
助
教
授
・
中
小
企
業
診

断
士)

場
所

市
商
工
会
会
議
室(

伯
玄
町
２

―
24)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
商
工
会

1(

581)

１
４
０
７
　
5(

575)

０
７
０
２

お
知
ら
せ

12

2003.  3.  1 市報かすが

色
彩
に
興
味
が
あ
る
人
や
検
定
試
験

を
受
験
す
る
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

日
程

４
月
16
日
〜
６
月
４
日
の
毎
週

水
曜
日(

計
８
回)

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館(

伯
玄
町
２

―
24)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

２
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
を
含

む)

※

納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

は
、受
講
料
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

３
月
３
日
B
〜
31
日
B
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1(

581)

３
５
５
７
　
5(

581)

３
５
５
８

初
心
者
を
対
象
に
し
た
点
字
講
座
で

す
。
講
習
会
終
了
後
も
継
続
し
て
点
訳

活
動
が
で
き
る
人
は
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

日
時

４
月
４
日
〜
６
月
20
日
の
毎
週

金
曜
日(

全
12
回)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

昇
町
３

―
１
０
１)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

２
０
０
円(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
費
と
し
て)

申
込
方
法

３
月
28
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
窓

口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

501)

１
１
３
６(

5
兼
用)

４
月
か
ら
開
講
す
る
公
開
講
座
で
す
。

内
容

▽
万
葉
集
▽
源
氏
物
語
▽
歌
舞

か

ぶ

伎き

▽
漢
詩
▽
九
州
の
歴
史
紀
行

▽
聖
書
▽
ハ
ン
ド
ベ
ル
▽
英
会

話
▽
英
検
▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

ト

イ

ッ

ク

会
場

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー(

福
岡
市
南
区
日
佐

お

さ

３

永
代

な
が
よ

涼
真

り
ょ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
光
町
）

平
成
14
年
３
月
13
日
生

井
上

い
の
う
え

彩
香

あ
や
か

ち
ゃ
ん（
日
の
出
町
）

平
成
12
年
３
月
７
日
生

伊
藤

い
と
う

笑
華

え
み
か

ち
ゃ
ん
（
上
白
水
）

平
成
12
年
３
月
３
日
生

押
川

お
し
か
わ

孔
汰

こ
う
た

ち
ゃ
ん（
惣
利
）

平
成
12
年
３
月
11
日
生

金
子

か
ね
こ

あ
み
さ
ち
ゃ
ん（
春
日
）

平
成
12
年
３
月
５
日
生

春
日
塾

商
人

あ
き
ん
ど

編
開
催

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

受
講
者
募
集

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
級

４
月
開
講

福
岡
女
学
院
大
学
公
開
講
座



４
月
か
ら
始
ま
る
中
国
語
講
座
で
す
。

コ
ー
ス
・
募
集
人
員
・
開
催
日
時

▽
入
門(

初
心
者)
コ
ー
ス
　
40
人

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
40
分

▽
中
級
実
践
会
話
コ
ー
ス
　
10
人

毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
50
分
〜
９
時

▽
上
級
会
話
ヒ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
10
人

毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
50
分
〜
９
時

※

い
ず
れ
も
１
年
間
で
、
重
複
し
て

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
場

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー(

昇
町

３
―
１
０
１)

受
講
料

月
額
２，

５
０
０
円(

３
か

月
分
前
払
い
制)

※

別
に
入
会
金
１，

０
０
０
円
が
必

要
で
す
。

講
師

李り

霜
華

そ

う

か

さ
ん(

福
岡
漢
語
学

院
学
院
長)

申
込
方
法

３
月
25
日
C(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー

ス
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

片
島

か
た
し
ま

常
雄

つ

ね

お

(

〒
816
ー
０
８
４
３
松
ヶ
丘
３

―
91)

1(

595)

５
５
０
３(

5
兼
用)

Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番

組
に
寄
せ
ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」

で
運
営
さ
れ
る
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
の
た
め
の
点
字
教
室
で
す
。

受
講
料
や
教
材
費
な
ど
の
負
担
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

４
月
１
日
〜
６
月
24
日
の
毎
週

火
曜
日(

計
12
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室(

福

岡
市
中
央
区
長
浜

な
が
は
ま

１
―
１
―

34)

定
員

25
人(

申
込
先
着
順)

講
師

田
中

た

な

か

聞
多

も

ん

た

さ
ん(

西
日
本
短
期

大
学
非
常
勤
講
師)

申
込
方
法

３
月
３
日
B
の
午
前
９
時

30
分
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

!
点
字
教
室
係

1(

713)

１
１
４
４
　
5(

715)

１
１
４
８

地
域
活
動
を
通
し
て
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
女
性
を

と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
・
託

児
も
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
12
日
D

午
後
１
時
〜
３
時

会
場

市
役
所
大
会
議
室

講
師

角す
み

博
美

ひ

ろ

み

さ
ん(

福
岡
市
西
凌

せ
い
り
ょ
う

公
民
館
館
長)

※

託
児(

５
か
月
〜
就
学
前
児
童
・
無

料)

の
希
望
者
は
３
月
３
日
B
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政

策
課
男
女
平
等
推
進
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

中
国
語
実
用
会
話
講
座

受
講
生
募
集

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

2002年12月5日、｢マ
イ・カップ｣の20回目の誕
生日を迎えました。
このカップは、就職した

翌年、四国松山を旅行した
とき、自分で絵付けをして
焼いてもらった、世界でた
った一つの｢マイ・カップ｣
です。
以来、食事のときや仕事

の合間のティータイムに、
使ってきました。20年もの
間、毎日欠かさず使ってい
たので、口をつける縁の部
分だけ色が変わっています。
でも、描いた絵や文字は、

当時のままで、あせること
もなく絵付けをした｢1982
・12・5｣の日付がありま
す。
これまで数回あった人事

異動による職場内での引越
しに紛れてしまうこともな
く、ただなんとなく使い続
けて、現在までの使用回数
は多分１万回を超えている
のでは・・・。
気が付くと、定年までの

折り返し地点をとうに過ぎ、
これまで働いてきた時間よ
りも、これから働く時間の
方が短くなりました。
こうなると、いつまで使

い続けられるか、挑戦して
みたい気になります
これからは、もっと大切

に使って、あと十数年使い
続けなければと、思いを新
たにしました。
そして、職場を離れると

き、『マイ・カップ』も一緒
に連れて帰ることにしよう。
でも、これを人は、ただ

の貧乏性というのかもしれ
ません。

マイ・カップ
帰ってきた貧乏性ペンネーム

講
　
演�

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
ツ
ー
シ
ョ

ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の
代
金
支
払
い

を
、
突
然
聞
い
た
こ
と
も
な
い
業
者

か
ら
ハ
ガ
キ
や
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
な

ど
で
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
急

増
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
請
求
さ
れ
る
金
額
が
２

万
円
ほ
ど
で
あ
る
た
め
、「
家
族
の

だ
れ
か
が
利
用
し
た
と
思
っ
た
」「
自

宅
ま
で
取
り
立
て
に
行
く
な
ど
の
脅

し
文
句
が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
怖

く
な
っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

も
し
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
と
き
は
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、

脅
さ
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

最
寄
り
の
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
先

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1(

632)

０
９
９
９

春
日
市
消
費
生
活
相
談

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

ん
。利

用
し
た
覚
え
の
な
い
電
話
情
報
な

ど
の
代
金
請
求
は
、
ま
ず
家
族
同
士
で

利
用
の
有
無
を
確
認
し
、
あ
わ
て
て
支

払
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で

き
た
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
以
上
に
勤
務

先
な
ど
の
個
人
情
報
が
業
者
に
知
ら
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
請
求
は
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
業
者
か
ら
の

請
求
の
ハ
ガ
キ
や
請
求
書
な
ど
は
、
後

日
証
拠
物
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

消
費
生
活
注
意
報

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
電
話
情
報
料
の
請
求

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

地
域
女
性
講
演
会

地
域
で
輝
く
素
敵
な
あ
な
た
へ
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2003.  3.  1 市報かすが

国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト(

国
際
連
合
人
間

居
住
計
画)

は
、
１
９
７
８
年
、
世
界

中
の
人
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら

せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
国
際
連
合
の
機
関
で

す
。福

岡
事
務
所
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
生
活
の
現
状
や
ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

学
校
や
公
民
館
に
職
員
が
出
向
い
て
無

料
で
講
演
し
ま
す
。

申
込
方
法

講
演
予
定
日
の
２
か
月
前

ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
希
望
日
時
、
会
場
、
主
な
対

象
者
、
参
加
者
数(

１
０
０
人

以
上
の
み
）、
話
し
て
ほ
し
い

テ
ー
マ
を
伝
え
る

※

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
や
パ
ネ
ル

の
貸
出
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
福

岡
事
務
所
広
報
担
当

1(

724)

７
１
２
１
　
5(

724)

７
１
２
４

市
は
市
制
30
周
年
を
記
念
し
、
市
内

の
自
然
環
境
を
調
査
、
整
理
し
て
記
録

に
残
す
た
め
、「
自
然
環
境
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
ま
す
。

過
去
か
ら
現
在
ま
で
市
内
に
生
息
す

る
動
植
物
の
珍
し
い
写
真
や
貴
重
な
情

報
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

採
用
さ
れ
た
情
報
は
、
氏
名
と
一
緒

に「
自
然
環
境
マ
ッ
プ
」に
掲
載
し
ま
す
。

提
出
期
限

３
月
31
日
B

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
７

平
成
14
年
10
月
に
行
っ
た
市
内
の
井

戸
水
検
査
で
、
一
部
の
地
域
か
ら
水
銀

が
基
準
を
超
え
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
銀
は
、
地
下
の
花
こ
う
岩
層

か
ら
染
み
出
た
も
の
で
、
も
と
も
と
自

然
界
に
あ
る
も
の
な
の
で
す
が
、
飲
用

す
れ
ば
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

検
査
し
て
検
出
さ
れ
た
場
合
は
、
飲

用
を
中
止
し
、
上
水
道
に
切
り
替
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
井
戸
水
は
、
細
菌
な
ど
の
一

般
項
目
検
査
を
１
年
に
１
回
、
水
銀
や

化
学
物
質
な
ど
の
全
項
目
検
査
を
数
年

に
１
回
は
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
市
環
境
対
策
課

1(
584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
７

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
環
境
課

1(

513)
５
５
８
６
5(

592)

８
４
４
４

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
６
月
に
平
成
14
年
度
集
団
検

診
チ
ケ
ッ
ト
を
発
送
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
検
診
を
受

健
康
教
室

け
て
い
な
い
人
は
、
６
月
ま
で
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診
申
込
方
法

検
診
チ
ケ
ッ
ト

に
付
い
て
い
る
予
約
用
往
復
ハ

ガ
キ
を
郵
送
す
る

※

予
約
状
況
や
日
程
、
予
約
状
況
、

検
診
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

福
岡
徳
洲
会

と
く
し
ゅ
う
か
い

病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
３
月
７
日
F

午
後
２
時
30
分
〜
３

時
30
分
・
「
尿
失
禁
に
つ
い
て
」

日
高

ひ

だ

か

良
江

よ

し

え

さ
ん(

副
看
護
部
長)

▽
３
月
14
日
F

午
後
３
時
〜
４
時
・

「
膠
原
病

こ
う
げ
ん
び
ょ
う

っ
て
な
に
」

兼
岡

か
ね
お
か

秀
俊

ひ
で
と
し

さ
ん(

福
岡
大
学
病
院
第

４
内
科
助
教
授)

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂(

須
玖
北
４
―
５)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２
　
5(

502)

３
４
６
０

保
健
師
や
栄
養
士
、
保
育
士
が
育
児

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
な
ど
の
計
測

も
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
程

３
月
18
日
C

受
付
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

春
日
公
園
公
民
館(

春
日
公
園

１
―
47
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
家
庭

水
銀
に
ご
注
意

環
　
境�

ご
利
用
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、4月1日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

清
水

し
み
ず

鼓
堂

こ
ど
う

ち
ゃ
ん（
春
日
原
北
町
）

平
成
14
年
３
月
16
日
生

深
見

ふ
か
み

悠
佳

ゆ
う
か

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
12
年
３
月
11
日
生

今
井

い
ま
い

修
平

し
ゅ
う
へ
い

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
南
町
）

平
成
13
年
３
月
19
日
生

大
庭

お
お
ば

夢
姫

い
ぶ
き

ち
ゃ
ん
（
須
玖
南
）

平
成
13
年
３
月
14
日
生

春
日
市
自
然
環
境
マ
ッ
プ

情
報
募
集
中

健
康
・
保
健�

お
済
み
で
す
か

健
康
診
断

国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
福
岡
事
務
所

出
前
講
座
を
行
い
ま
す



１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
19
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(
昇
町
１
―

１
２
０
）

テ
ー
マ

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４
　
5(

501)

０
０
５
１

現
在
、
紙
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で

一
定
の
基
準
を
満
た
す
人
に
対
し
、
毎

月
５
千
円
分
の
利
用
券
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
身
体
の
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、
毎
年
、
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
利
用

を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
、
入
院
し
た
場

合
、
入
院
日
か
ら
３
か
月
間
は
引
き
続

き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
入
院
し
た

時
点
で
、
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

退
院
し
て
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
、
再

度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
期
間

３
月
３
日
B
〜
14
日
F

持
っ
て
く
る
も
の

事
前
に
郵
送
し
た

更
新
申
請
書

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害

課
高
齢
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

市
に
は
、
市
内
中
小
企
業
者
が
低
利

で
利
用
で
き
る
「
春
日
市
中
小
企
業
事

業
資
金
融
資
制
度
」
と
、
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
県
保
証

協
会
の
保
証
料
を
補
助
す
る
「
春
日
市

中
小
企
業
融
資
金
保
証
料
補
助
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
が
改
正
さ
れ
、
平
成
14
年

３
月
末
ま
で
に
融
資
を
受
け
た
人
で
、

そ
の
保
証
料
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
平
成
15
年
３
月
31
日
が
そ
の

申
請
期
限
と
な
り
ま
し
た
。
希
望
す
る

人
は
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３お

知
ら
せ

15

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

ナギの木苑で新春のつど
いがあった。高齢者の芸を
披露する日でもある。出演
者が多数のため２日間にわ
たり催された。見物席は超
満員である。見物客が多け
れば多いほど、出演者は歌
に踊りにハッスル。
ヘタの横好き３枚目な私

はナツメロ｢花街の母｣を手
作りの悩殺(？)チャイナド
レスで歌った。ウィンクと
投げキッスも大サービス。
昔の青年たちの黄色い声

援が飛ぶ。心は皆、若衆で
ある。毎日が日曜日のよう
に刺激のない老人の生きる
原動力は、若い心であると
思う。
さて、歌い終えた感想だ

が、カラオケルームで歌う
より、舞台で歌ったほうが
何倍も楽しか。歌手になっ
たごとあると。
わがままな老人たちに笑

顔で接してくださった職員
さんたちありがとうござい
ました。おかげで身も心も
リフレッシュ。歌える幸せ、
生きがいを満喫できた楽し
い1日でした。

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

楽しかった
新春のつどい

日の出のおばちゃま

ペンネーム

子
育
て
教
室

介
護
用
品
給
付
サ
ー
ビ
ス

更
新
申
請
受
付

介
　
護�

そ
の
他�

現
代
社
会
は
、
時
間
の
流
れ
が
早

く
、
い
つ
も
何
か
に
せ
き
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
毎
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
何
と
も
い
え

な
い
不
安
感
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
、

だ
れ
に
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

不
安
感
と
い
う
心
身
の
症
状
は
、

新
し
い
事
態
に
直
面
し
た
と
き
や
重

要
な
選
択
を
迫
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
、

ご
く
普
通
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

心
の
奥
か
ら
発
し
て
く
る
信
号
と
も

い
え
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、
動
悸

ど

う

き

、

め
ま
い
、
頭
痛
、
不
眠
な
ど
の
自
律

神
経
症
状
が
伴
っ
て
現
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

不
安
感
の
原
因
は
必
ず
し
も
は
っ

き
り
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
話
を
よ
く
聞

く
と
、
現
代
の
慌
し
い
生
活
が
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、
本
来
の
健
康
な
姿
が

見
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
え
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
慌
し
い
日
常
の

歩
み
を
止
め
、
自
然
に
触
れ
た
り
、

家
族
や
友
人
と
心
を
開
い
て
話
し
た

り
す
る
こ
と
な
ど
で
、
ス
ト
レ
ス
を

解
消
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
で
も
、
不
安
感
が
改
善
さ
れ

ず
、
心
の
疲
労
が
蓄
積
し
、
不
眠
、

め
ま
い
、
動
悸
な
ど
の
症
状
が
強
く

な
っ
た
場
合
は
早
め
に
専
門
医
を
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高田
た か た

博行
ひろゆき

さん
(たかた診療クリ
ニック医師) 4

何
と
な
く
不
安
に
な
る
と
き

申
請
は
お
早
め
に

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
・

保
証
料
補
助
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2003.  3.  1 市報かすが

申
込
方
法

３
月
24
日
B
以
降
に
、
各

小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教

育
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
す

る(

郵
送
不
可)

※

４
月
分
の
締
め
切
り
は
、
４
月
15

日
C
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

世
帯
の
中
で
収
入

が
あ
る
人
全
員
の
平
成
14
年
度

(

ま
た
は
最
新)

の
市
民
税(

非
課

税)

証
明
書
な
ど
、
市
民
税
の
所

得
割
額(

定
率
控
除
後)

が
分
か

る
も
の

※

平
成
14
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
春

日
市
に
居
住
し
、
平
成
14
年
度
の
市

民
税
の
申
告
を
し
た
人
の
分
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
５
３

在
宅
の
障
害
者
に
対
し
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
か
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

行
っ
て
い
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
次
に
該

当
す
る
と
き

▽
視
覚
障
害
１
級
、
２
級

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

級
、
２
級

▽
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
小
腸

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
機
能
障
害
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
１
級

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

※

施
設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

含
む)

に
入
所
中
の
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

利
用
券
の
内
容

▽
タ
ク
シ
ー
利
用
券(

48
枚)

基
本
料

金
ま
た
は
１
・
６
㎞
ま
で
の
移
動
に

か
か
る
料
金
相
当
額
の
助
成

▽
移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
券(

36
枚)

市

内
で
の
利
用
１
回
分
相
当
額
の
助
成

※

市
外
利
用
の
場
合
は
別
途
料
金

が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

３
月
24
日
B
以
降
に
、
該

当
す
る
手
帳
を
持
っ
て
窓
口
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

３
０
９
０

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促
進
と

乳
幼
児
の
交
通
安
全
の
た
め
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象

運
転
免
許
証
の
住
所
が
春
日

市
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
、

大
野
城
市
、
那
珂
川
町
の
人

※

貸
出
は
、
交
通
安
全
協
会
会
員
を

優
先
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。

貸
出
期
間

４
月
１
日
C
〜
９
月
22
日

B

申
込
方
法

３
月
10
日
B

〜
20
日
E

(

平
日
・
昼
間
の
み)

に
自
動
車

運
転
免
許
証
と
印
か
ん
、
交
通

安
全
協
会
会
員
証
を
持
っ
て
窓

口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
安
全
協

会(

筑
紫
野
市
二
日
市
南

ふ
つ
か
い
ち
み
な
み

４
―

８
―
33)

1(

924)

０
０
６
６
　
5(

924)

０
０
６
４

市
は
、
市
税
の
滞
納
の
た
め
差
し
押

さ
え
た
、電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

３
月
12
日
D

午
前
10
時
〜

場
所

市
役
所
６
０
２
会
議
室

公
売
台
数

４
台
程
度

持
っ
て
く
る
も
の

▽
公
売
代
金
▽
印

か
ん

※

市
税
が
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、
公

売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
日
、電
話
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

1(

584)

１
１
１
１
　
5(

584)

１
１
４
１

県
は
、
自
動
車
税
や
個
人
事
業
税
の

納
税
通
知
書
に
、
そ
の
内
容
を
点
字
で

表
し
た
お
知
ら
せ
を
同
封
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
３
月
末
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

点
字
の
内
容

▽
税
金
の
種
類
▽
納
税

通
知
書
番
号
▽
納
期
限
▽
税
額

▽
問
い
合
わ
せ
先

※

封
筒
に
も
「
納
税
通
知
書
在
中
」

と
点
字
で
表
示
し
た
シ
ー
ル
を
貼
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
税
務
課
企
画
係

1(

643)

３
０
６
３

平
成
15
年
度
保
険
料
は
、
月
額
１
万

３，
３
０
０
円(

本
年
度
と
同
額)

で
す
。

４
月
に
な
る
と
、
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
納
付
書
が
届
き
ま
す
。
毎
月
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

前
納
し
ま
せ
ん
か

保
険
料
の
一
定
期
間
分
を
、
ま
と
め

て
支
払
う
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
で
す
。

▽
１
年
前
納
　
15
万
６，

７
７
０
円

(

２，

８
３
０
円
の
割
引)

▽
半
年
前
納
　
７
万
９，

１
５
０
円

(

６
５
０
円
の
割
引)

※

口
座
振
替
で
の
前
納
を
希
望
す
る

人
、
ま
た
は
中
止
し
た
い
人
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

南
福
岡
社
会
保
険
事

務
所

1(

552)

６
１
１
１

経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
対

し
、
学
校
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

現
在
受
給
し
て
い
る
世
帯
も
新
た
に

申
込
が
必
要
で
す
。

対
象

▽
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
廃
止

又
は
停
止
に
な
っ
た
が
、
な
お
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
世
帯

▽
平
成
14
年
度(

ま
た
は
最
新)

の
市
民

税
に
つ
い
て
世
帯
全
員
が
非
課
税
の

世
帯

▽
平
成
14
年
度(
ま
た
は
最
新)

の
市
民

税
の
所
得
割
額
（
定
率
控
除
後
）
が
、

世
帯
の
合
計
で
２
万
５，

９
０
０
円

以
下
の
世
帯

▽
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世

帯
▽
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
生
活
状
態
が

悪
く
困
っ
て
い
る
と
教
育
委
員
会
が

認
め
る
世
帯

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す

筑
紫
交
通
安
全
協
会

納
税
通
知
書
の
内
容

点
字
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
15
年
度
分
を
交
付

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
移
送
サ
ー

ビ
ス
利
用
券

電
話
加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す

15
年
度
国
民
年
金
保
険
料

お
得
な
割
引
制
度
も

平
成
15
年
度
就
学
援
助
の
申
請

３
月
24
日
以
降
随
時
受
付
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

私
た
ち
の
名
前
は
、
家
族
の
名
と

個
人
名
の
二
つ
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
家
族
の
名
は
代
々
受
け
継
が
れ

て
、
婚
姻
な
ど
の
理
由
以
外
で
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
の
名
は
、「
名
字

み
ょ
う
じ

」
を
起
源

に
平
安
時
代
末
ご
ろ
に
発
生
し
、
広

ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
名
字
を

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
の
は

公
卿

く

げ

や
武
士
階
級
の
み
で
し
た
が
、

農
民
や
町
民
も
、
名
字
は
家
々
で
受

け
継
が
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
本
で
は
、
古
く
は
個
人

名
の
ほ
か
に
、
藤
原

ふ
じ
わ
ら

や
紀き

と
い
っ
た

氏
族
名

し
ぞ
く
め
い

も
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
平
安
時
代
末
ご
ろ
か
ら
、
社

会
関
係
の
複
雑
化
か
ら
か
、
ど
の
系

統
な
の
か
を
区
別
さ
せ
る
た
め
、
ま

た
自
己
を
主
張
す
る
た
め
私
的
な
名

前
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
鎌
倉
前
期
に
春
日
の
白
水
荘

し
ろ
う
ず
し
ょ
う

を

支
配
し
た
石
清
水
祠
官

い
わ
し
み
ず
し
か
ん

家
は
紀
氏
一

族
で
す
が
、
多
く
の
家
系
に
分
か
れ

た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
田
中

た

な

か

や
高
野

こ

う

や

検
校

け
ん
ぎ
ょ
う

な
ど
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
は
そ
れ
が
個
人
の
号ご

う

で
し
た
が
、

父
と
子
が
同
じ
名
乗
り
を
し
て
い
く
う

ち
に
、
田
中
家
や
善
法
寺

ぜ
ん
ぽ
う
じ

家
と
い
っ
た

名
字
が
で
き
ま
し
た
。

武
士
の
場
合
は
、
所
領

し
ょ
り
ょ
う

が
あ
り
住
み

着
い
た
土
地
に
由
来
し
た
名
字
が
多
い

よ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
名
字
地

み
ょ
う
じ
の
ち

」
で
、

そ
の
土
地
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
主
張

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
清
和
源
氏

せ

い

わ

げ

ん

じ

一

族
は
、
兄
弟
の
中
で
も
新
田
荘

に
っ
た
し
ょ
う

に
所
領

を
持
っ
た
も
の
は
「
新
田
氏
」、
足
利

あ
し
か
が

に
所
領
を
持
っ
た
も
の
は
「
足
利
氏
」

を
称
し
て
い
ま
す
。

春
日
市
の
白
水
に
は
平
安
末
よ
り
荘

園
が
あ
り
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
地
域

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
鎌
倉
時
代
に
こ
の
地
を
所
領
し

た
武
士
が
、
白
水
氏
を
名
乗
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
水
を
「
し
ろ

う
ず
」
と
読
む
地
名
は
同
じ
例
が
な
い

珍
し
い
地
名
で
、こ
う
名
乗
る
一
族
は
、

何
ら
か
の
形
で
こ
の
地
と
関
係
し
、
他

に
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。し

か
し
な
が
ら
、
中
世
の
筑
前

ち
く
ぜ
ん

を
記

録
し
た
文
書

も
ん
じ
ょ

は
、
南
北
朝
の
争
乱
や
、

鎌
倉
時
代
か
ら
の
大
宰

だ

ざ

い

少
弐

し
ょ
う
に

筑
前
守
護

の
伝
統
を
持
つ
少
弐
氏

し
ょ
う
に
し

と
博
多
の
権
益

を
狙
う
山
口
大
内

や
ま
ぐ
ち
お
お
う
ち

氏し

と
の
戦
い
で
失
わ

れ
て
お
り
、
白
水
氏
が
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
白

水
を
領
有
し
た
の
か
一
切
不
明
で
す
。

た
だ
、
春
日
市
域
の
白
水
氏
に
関
す

る
中
世
の
記
録
と
し
て
は
、
現
在
確

認
で
き
る
の
は
２
点
の
み
で
す
。

一
つ
は
、
鎌
倉
時
代
末
、
白
水
五

郎
入
道
生
願
が
、
現
在
の
糸
島
に
あ

っ
た
怡
土
荘

い
と
の
し
ょ
う

を
巡
る
訴
訟
ざ
た
に
、

鎮
西
探
題

ち
ん
ぜ
い
た
ん
だ
い

の
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
こ
と
が
書
か
れ
た
大
友
文
書

お
お
と
も
も
ん
じ
ょ

で
す
。

も
う
一
つ
は
、「
か
す
か
白
水
ち
ふ

殿(

春
日
白
水
治
部
殿)

」
と
書
か
れ

た
16
世
紀
の
伊
勢
神
宮
に
関
連
す
る

記
録
で
す
。
前
者
か
ら
は
、
白
水
氏

は
、
鎮
西
探
題
か
ら
使
節
を
直
接
任

命
さ
れ
る
幕
府
の
御
家
人

ご

け

に

ん

で
あ
り
、

こ
の
地
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
が
、

後
者
か
ら
は
中
世
末
に
は
白
水
氏
は

す
で
に
市
内
春
日
地
域
に
居
住
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

290

「
白
水
氏
」
の
お
こ
り

入
選
作
品(

敬
称
略)

○
筑
紫
税
務
署
長
賞

「
税
金
を
納
め
て
支
え
る
高
齢
化
」

春
日
中
学
校
２
年
　
　
牛
崎

う
し
ざ
き

龍
矢

た

つ

や

「
納
税
で
伸
び
ゆ
く
町
と
こ
ぼ
れ
る
笑

顔
」春

日
東
中
学
校
２
年
　
古
田

ふ

る

た

諭
史

さ

と

し

「
教
え
て
よ
も
っ
と
知
り
た
い
税
の
事
」

春
日
西
中
学
校
３
年
　
伊
　
木

だ

て

き

智
さ
と
る

「
発
展
と
笑
顔
の
材
料
あ
な
た
の
税
」

春
日
南
中
学
校
２
年
　
鬼
木

お

に

き

政
義

ま
さ
よ
し

「
毎
日
の
あ
な
た
の
暮
ら
し
に
生
き
る

税
」春

日
北
中
学
校
３
年
　
原
田

は

ら

だ

由
香

ゆ

か

「
助
け
た
い
し
ぼ
ん
だ
日
本
を
こ
の
税

で
」春

日
野
中
学
校
１
年
　
水
上

み
ず
が
み

綾
実

あ

や

み

○
筑
紫
県
税
事
務
所
長
賞

「
納
税
で
笑
顔
は
ぐ
く
む
豊
か
な
社
会
」

春
日
東
中
学
校
２
年
　
古
賀

こ

が

瞳
ひ
と
み

○
春
日
市
長
賞

「
自
主
納
税
み
ん
な
で
み
ん
な
を
支
え

合
う
」

春
日
中
学
校
１
年
　
　
芦
田

あ

し

だ

康
平

こ
う
へ
い

「
み
て
み
よ
う
あ
な
た
の
周
り
の
税
の

姿
を
」

春
日
東
中
学
校
２
年
　
南

み
な
み

裕
人

ひ

ろ

と

「
税
金
は
く
ら
し
を
守
る
大
き
な
樹
」

春
日
西
中
学
校
２
年
　
山
本

や
ま
も
と

恵
里

え

り

「
よ
い
町
は
み
ん
な
の
税
で
築
か
れ
る
」

春
日
南
中
学
校
２
年
　
平
山

ひ
ら
や
ま

裕
一
朗

ゆ
う
い
ち
ろ
う

「
見
て
ご
ら
ん
暮
ら
し
に
あ
ふ
れ
る
み

ん
な
の
税
」

春
日
北
中
学
校
３
年
　
白
水

し
ろ
う
ず

茜
あ
か
ね

「
納
税
は
あ
な
た
と
日
本
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」

春
日
野
中
学
校
１
年
　
森も

り

裕
樹

ゆ

う

き

○
春
日
市
教
育
長
賞

「
僕
で
も
ね
は
ら
っ
て
い
る
よ
５
％
」

春
日
中
学
校
１
年
　
　
小
野

お

の

慶
太

け

い

た

「
支
え
合
う
そ
れ
が
税
の
す
ば
ら
し
さ
」

春
日
東
中
学
校
２
年
　

ふ
じ
わ
ら

彩
歌

あ

や

か

「
税
金
で
ゆ
た
か
に
な
る
よ
み
ん
な
の

未
来
」

春
日
西
中
学
校
２
年
　
黒
岩

く
ろ
い
わ

万
里
子

ま

り

こ

「
ぼ
く
た
ち
の
ぼ
く
た
ち
に
よ
る
ぼ
く

ら
の
税
」

春
日
南
中
学
校
２
年
　
藤
江

ふ

じ

え

明
清

め
い
せ
い

「
夢
が
あ
る
あ
な
た
の
未
来
で
輝
く
税
」

春
日
北
中
学
校
３
年
　
山
�

や
ま
さ
き

裕
菜

ゆ

う

な

「
税
金
で
み
ん
な
が
助
か
る
助
け
あ
え

る
」春

日
野
中
学
校
１
年
　
山
中

や
ま
な
か

悠
也

ゆ

う

や

(

税
務
課)

中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
入
賞
作
品

「
税
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

将
来
の
納
税
者
と
な
る
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
「
税
」
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
、
筑
紫
税
務
署
が
「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
を
募

集
し
ま
し
た
。

筑
紫
地
区
内
か
ら
集
ま
っ
た
作
品
６，

２
２
１
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
、
市
内

の
中
学
生
の
作
品
19
点
を
紹
介
し
ま
す
。
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3
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

春
に
な
る
と

や
っ
て
く
る
？

さ
む
ー
い
季
節
が
過

ぎ
る
と
、
動
物
た
ち
は

外
に
出
て
元
気
に
な
る

っ
て
知
っ
て
る
？
暖
か

く
な
っ
た
児
童
セ
ン
タ

ー
に
も
、
楽
し
い
仲
間

が
や
っ
て
来
る
よ
。
お

う
ち
で
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
ミ
ノ
ム
シ
さ
ん
も

出
て
お
い
で
。

▽
人
形
劇(

須
玖
・
光

町
・
毛
勝)

須
玖
児
童
セ
ン
タ

ー
で
は
、「
ぼ
う
け
ん

ま
る
ま
つ
り(

23
日

A)

」
の
中
で
公
演
し

ま
す
。

▽
ふ
れ
あ
い
動
物
園(

光

町)

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」

と
同
時
開
催
で
す
。

ポ
ニ
ー
の
体
験
乗
馬

も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

各
児

童
セ
ン
タ
ー

2003.  3.  1 市報かすが



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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１
日
40
本
吸
う
ほ
ど
の
ヘ
ビ
ー
ス
モ

ー
カ
ー
だ
っ
た
私
が
タ
バ
コ
を
や
め
て

今
年
で
20
年
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
、
あ
る
年
の
年
末
大
掃
除
で
し

た
。
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
に
こ
び
り
つ
い
た

ヤ
ニ
の
ベ
タ
ベ
タ
を
こ
す
り
落
と
し
な

が
ら
、
自
分
の
肺
の
中
も
同
じ
な
の
か

と
思
い
、
そ
の
場
で
同
僚
に
禁
煙
を
宣

言
し
ま
し
た
。
あ
と
で
言
わ
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
と
後
悔
も
し
ま
し
た
が
、
暮

れ
の
30
日
に
親
父
が
死
ん
だ
こ
と
で
、

改
め
て
、
タ
バ
コ
を
止
め
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
▼
し
ば
ら
く
し
て
、
本
当

に
止
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
試
す
た

め
、パ
チ
ン
コ
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

結
果
、
店
内
に
充
満
す
る
タ
バ
コ
の
煙

は
ち
っ
と
も
気
に
な
ら
ず
、「
や
め
ら

れ
た
」
と
確
信
し
ま
し
た
▼
そ
の
後
、

食
事
が
進
ん
で
10
㎏
ほ
ど
も
太
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
口
の
な
か
の
ネ
バ
ネ

バ
や
タ
ン
が
と
れ
、
目
覚
め
が
実
に
さ

わ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
▼
最
近
は
、

公
共
の
場
所
で
の
喫
煙
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
市
役
所
の
ロ

ビ
ー
で
も
タ
バ
コ
の
吸
え
る
場
所
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
ば

こ
は
、
が
ん
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
と
の
因
果
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
結
）

禁
煙
ノ
ス
ス
メ

２月１日号のアンケートにたくさん
の貴重なご意見ありがとうございまし
た。今後の紙面づくりの参考にさせて
いただきます。これからもご意見お待
ちしていますので、どしどしお寄せく
ださい。（応募総数　39通）

３月２日から走り始めるのは？
①コマッタチャリあすか
②コミュニティバスやよい
③コウホウヘリかすが

改正後の龍神池駐車場料金は？
①30分30円
②30分105円
③30分100円

中学校給食はいつから始まる？
①４月10日
②５月12日
③６月30日

ＪＲ春日駅に新しくできたのは？
①東口
②北口
③出口

人材見本市で体験できるのは？
①南京玉すだれ
②フラダンス
③バルーンアート

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②ク
イズの答え③住所④氏名⑤電話
番号⑥市報に関する感想や要望
などを書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　３月20日E（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に
図書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代え

させていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

春
日
高
校
は
、
九
州
・
山
口
各
県

学
校
図
書
館
協
議
会
と
西
日
本
新
聞

社
が
主
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

毎
年
、
学
校
ぐ
る
み
で
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

今
回
入
賞
し
た
二
人
は
共
に
３
年

生
の
美
術
部
員
。
受
験
勉
強
の
合
間

を
縫
っ
て
、
一
週
間
足
ら
ず
で
仕
上

げ
た
と
い
い
ま
す
。

優
秀
賞
に
輝
い
た
中
村
さ
ん
は
、

昨
年
の
佳
作
に
続
い
て
２
年
連
続
の

受
賞
で
す
。「
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」

と
喜
ぶ
中
村
さ
ん
が
描
い
た
の
は

「
夏
の
庭
」（
湯
本

ゆ

も

と

香
樹
美

か

ず

み

著
）
の
感

想
画
。
人
間
の
死
と
い
う
も
の
に
興

味
を
抱
く
３
人
の
小
学
生
が
、
近
所

に
住
む
老
人
と
の
交
流
を
通
し
て
成

長
し
て
い
く
と
い
う
物
語
で
す
。
た

く
さ
ん
の
果
物
が
登
場
す
る
こ
の
本

で
、
特
に
ナ
シ
の
場
面
が
印
象
に
残

っ
た
中
村
さ
ん
は
、「
そ
の
ナ
シ
の
み

ず
み
ず
し
さ
を
、
ひ
と
夏
の
う
ち
に

成
長
し
た
少
年
の
若
さ
に
重
ね
て
描

き
ま
し
た
。
夏
の
風
景
ら
し
く
光
の

濃
淡
に
気
を
使
っ
て
」

一
方
、
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
良
賞
を

受
賞
し
た
森
山
さ
ん
の
作
品
は
、
夏な

つ

目め

漱
石

そ
う
せ
き

の
「
こ
こ
ろ
」
が
題

材
。
初
め
て
読
ん
だ
と
き
の

鮮
烈
な
印
象
を

”い
く
つ
も
の
目
に
さ
い
な

ま
れ
る
主
人
公
の
心
の
内
“

を
描
い
て
表
現
し
ま
し
た
。

「
印
象
の
強
い
構
図
に
す
る

た
め
ア
ク
セ
ン
ト
、
色
使
い

に
気
を
配
り
ま
し
た
」
と
森

山
さ
ん
。

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

両
作
品
か
ら
は
、
読
み
終
え

た
と
き
の
二
人
の
感
動
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

現
在
、
大
学
受
験
に
向
け

て
の
追
い
込
み
に
励
む
二

人
。
共
に
芸
術
学
部
を
目
指

し
、
将
来
、
中
村
さ
ん
は
画
家
を
、

そ
し
て
森
山
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
関
係

の
仕
事
を
夢
見
て
い
ま
す
。
今
回
の

入
賞
を
励
み
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に

向
か
っ
て
描
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。

優秀賞　中村
なかむら

ゆかりさん(右)

優良賞　森山
もりやま

由有香
ゆ う か

さん(左)

第46回西日本読書感想
画コンクール

春日高校から二人が入賞

▲森山由有香さんの作品 ▲中村ゆかりさんの作品



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

△１月22日、日の出ふれあい公園にて
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●市の人口　１０８，１３９人�
　　　　　（前月比－24人） �

　　女５４，８８６人　男５３，２５３人�
●世帯数　　４１，７５３世帯�

●転入　403人　●出生　104人�

●転出　415人　●死亡　  54人�

　　　　　　　　（1月31日現在）�

地域、家庭と密接に連携しながら福祉教育を進めている大
谷小学校で、１月31日、「大谷小学校区授業公開・シンポジ
ウム」が開かれました。
保護者はもちろん、日ごろ学校に縁のない地域住民にも来

てもらい、授業や学校活動を見てもらって学校と地域の絆を
深めようというもの。
参加者は、特色を出した授業を参観した後、体育館で行わ

れた同校自慢の「大谷太鼓」の迫力に目を見張っていました。
引き続いて行われたシンポジウムでは、地域や家庭で積極

的に子どもたちと触れ合っている大和町地区の寺崎
てらさき

自治会長
ら３人が、自らの体験談を含めて子どもとの関わり方につい
て発表。子育ての当事者同士が、地域と学校の関わりについ
て意見を交換し合う有意義なシンポジウムとなりました。

老朽化のため新しくなった移動図書館車｢たんぽぽ号｣の発車
式が、２月４日、ふれあい文化センターで行われました。
この日は、市長や教育長を始め関係者約30人が参加。井上

いのうえ

市
長の｢今後も、春日市の教育・文化の拠点として、市民に愛され
る図書館となってください｣とのあいさつの後、テープカットを
行い、さっそうと走り出しました。
最初のステーションの須玖児童センターで、利用者にたんぽ

ぽ号の印象を尋ねると｢明るくてとってもかわいいですね｣との
こと。早くもみんなの人気を獲得しているようです。

本の素晴らしさと読書の大切さを伝えようと、２月10日、春日北中学
校で読書活動講演会が行われました。
講師は、｢魔女の宅急便｣の著書で有名な児童文学作家角野

か ど の

栄子
え い こ

さん。
戦後の少女時代の思い出や25歳でブラジルに渡航してからの体験が現在
の作品の基盤になっていることを披露してくれました。
また、１年生150人を前に、多感な中学生の時期こそすてきな本と出

会って欲しいと語り、｢想像力がふくらみ、嫌なことを忘れることがで
きる本はまるで魔法のようでした。みなさんも自分の好きな本をたくさ
ん読んで、想像力の種を見つけてください｣と講演をしめくくりました。

(広報レポーター　永田
な が た

智恵子
ち え こ

・山脇
やまわき

友子
と も こ

)

△大勢の人に見送られながら発車する新たんぽぽ号

vシンポジウムで発表する寺崎自
治会長と保護者代表の讃井

さ ぬ い

さん、
アンビシャス広場推進委員の坂

さか

井
い

さん(左から)

△「本は魔法」と語りかける角野さん

△伝統の「大谷太鼓」に見入る参加者たち




